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現代における販売形態の変化 物流の起点と現代の混乱点「新橋」

COMMERCIAL04 開かれた商業空間

流通の拠点を再び
Ⅰ.新しい物流拠点の提案

Ⅱ. さらに自由な体験型ショッピングの提案 Ⅰ. 商業空間を開く

Ⅰ. 新橋の物流の変遷

ストックと体験が融合する商業施設

体験と物流が生み出す新しい収益モデル

ショッピング業界がネットショッピングに移り変わって行く中で、実店舗の
販売は体験型の付加価値を与える販売形態に移行している。アップルストア

（Apple Store）や 蔦屋 ×Starbucks といった「体験型実店舗販売」は‟モノ
を売る” だけでなく、“コト（体験）を売る” ことに重点を置き、そこに得
られる満足感や思いがけない体験が「また来たい」「誰かと共有したい」と
いう感情を生み出し、ブランドや空間への愛着を育てている。

「体験」を十二分に価値あるものにすべく手ぶらでの買い物スタイルを構想する。買い物における従来の配達サービスはあっ
たが、そのスピード感はネットショッピングに遠く及ばなかった。そこで、買い物したものをドローンが運んでくれるサー
ビスの中心地となるドローンステーション＋α（ショッピングやアミューズメント性のある施設）を提案する。

人々の購買が生きたファサードを通して可視化されることで、流通拠点に脈打つ（生き
た）建築を誕生させ、新たなシンボル化と次世代の社会構築を行う中心地を目指す。

Starbucks　リザーブロースタリー東京

日本初の鉄道「新橋－横浜間」で開通。

汐留貨物駅の廃止。トラック輸送
が主流に

東京の物流中枢拠点として機能。

鉄道物流の始まり

鉄道貨物の縮小

汐留貨物駅

1872

1914

1986

宅配・フードデリバリー・業務用納
品など、小口で多頻度な物流が激増。

雑多な都市物流の集中点

虎ノ門、銀座、日比谷公園など様々なエリ
アの結節点であり、

新たな物流都市としての可能性

2020

20XX
新橋は、狭い路地・交通渋滞・歩行
者集中により、「都市型物流の混乱」
を象徴する場所に。

末端物流の混乱点

2025

従来の物流形態

従来の商業施設 これからの商業施設

これからの物流形態

Port

Port：広域的な物流の要衡
Depot：一時的な保管・積み替え・整備の場所

Depot

臨海部や田舎 都市部や住宅街

配送所など 新橋

都市部

Depot
Center
Depot Center

Depot

ブラックボックス化した商業空間 ドローンによって開かれていく商業空間
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商品のストック機能がショップとして機能す
る。ストックとショップが隣り合わせにある
ことで在庫切れや陳列の手間を省く。

アミューズメント性を持った機能に対して、常にドローンが介入してく
ことを想定する。単に物流のためのドローンではなく、飲食店の配膳や
物販における即時配送なども行う。

cafe drink shop
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Ⅱ. 曖昧な都市からアイデンティティの形成へ

かつて横浜から伸びた SL で流通の拠点となったように、新橋に新たなショッピングスタイルと共に次世代の
流通拠点を提案する。「ドローン」を次世代モビリティと考え、ドローンを建築空間に利活用することで集客し、
賑わいと収益を生み出す。来訪者の体験そのものの価値を向上させ、都市と人の新たな関係性を築く。

ドローンを用いて、体験型ショッピングをより充実させていく。利用者が購入品をドローンに預けることで手
ぶらになり、施設をより自由に利用できる。様々なアクティビティを存分に楽しめるだけでなく、滞在時間や
体験の質も向上する。結果として、商業空間と都市の魅力が相乗的に発信されていく。

従来型の商業施設は、壁面積＝商品陳列面積とするため開口部が少なく、外側からは内部の活動が
見えにくい。結果として、宣伝や販売効果は施設内部の来訪者に限定されてきた。ドローンを介入
させることで、この “ブラックボックス化” した商業空間を街へ開き、従来は内側だけに向けられ
ていた情報や魅力を外側にも発信する。

外部視線

新橋は西に虎ノ門、東に銀座、北に日比谷公園・有楽町・丸
の内に囲まれているがどこにも属しきらず、「通過点」として
の性格が強い。明確な都市アイデンティティを持たない「あ
いまいな都市」。新たなシンボルとしての建築と新橋といえば
「　」というアイデンティティを形成していく必要がある。

国交省

物流の可視化物流の可視化

スタートアップ・テクノロジー導入補助金 スマートシティ関連補助金

実験的運用成果の報告収益の 5～ 10％

配達手数料 配達手数料

短時間配送短時間配送

運送料

配送

ストック

ショッピング

アミューズメント

利用料

都心渋滞緩和

購買意欲 宣伝

手ぶらで利用

体験

物流ハブの使用料 データ収集、トレンド把握

災害時の救援物資
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領空域に価値の形成
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自分のニーズをドローンが把握
アプリで注文することで後はド
ローンが購買を行う。

飛行ルートを検証、データ分析から利用する小売
業者、自治体への販売。

都心における災害時の可能性
を示す。

車配送における渋滞緩和に貢
献できる。

オフィスビルにおける配達効
率の向上。
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商品を購入する ロッカーへ預ける レールを通る ドローンが配達する

充分な容積を確保する

体験

GL±0

GL+5000

GL＋10000

GL＋16000

GL＋22000

GL＋25500

GL＋36500

GL＋43500

GL＋54500

GL＋58500

GL＋65000

GL＋69000

インフォメーション
エントランス・カフェ・飲食

アパレル

Book・Work

ピッキングルーム

家電

コスメ・雑貨

飲食

ホームセンター

ホームセンター

SPA・レストラン

SPA

LIVE ステージ

中の層を作る。
赤の層をドローンが行き交う。

1 2 3 4
壁面セットバックしてス
ペースを設ける。

ファサードにドローンの活動
が出てくる。

ドローンの通り道が空気の通り道とな
り自然換気が行われる。

ドローンポート

中
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Drone Port
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ドローンポート：BOXがドローンと人の結節点となる。

中空層：物流の可視化が商品の広告効果を生み出す。

ストア：ドローンの柔軟な運搬が身軽な体験を可能にする。吹き抜け：巨大な吹き抜けが、ドローンの動線を導く中枢となる。

ラウンジ：ドローンが仮設の間仕切りを作る。


